
がん対策推進計画（第三次改定）の進捗管理・評価方法について

○メリハリのある分析・評価のためのコア指標の選定

全ての指標を漫然と分析・評価するのではなく、重要な指標に絞ってメリハリをつけて分かりやすい分析・評価をする。

「コア指標」を予め選定し、「その他指標」は測定結果のみを掲示し、進捗を把握する。

○都道府県ごとのがん対策の進捗状況の測定・公表と好事例の横展開の推進
都道府県ごとのがん対策の進捗状況を評価するため、都道府県ごとにコア指標を可能な限り測定・公表する。
都道府県のがん対策を見える化しながら、地域の実情に応じたより良い取り組みが横展開しやすくなりように取り組みを
進める。

資料５

第４期がん対策推進基本計画（国）の中間評価における対応方針

●コア指標を予め選定し、中間調査・評価を実施
●全ての指標において、最終調査・評価を実施
●指標は評価し、取組は事業実績を記載

各指標の評価 ＋ 各取組の実績 ＝ 事業の評価

東京都がん対策推進協議会にて
評価について検討

評価結果を踏まえて
適宜指標や計画を見直し

東京都がん対策推進計画（第三次改定）（都）の進捗管理・評価方法（案）

評価指標を設定した事業

＜事業の構成例＞

評価指標未設定の事業

都で取組の事業実績をとりまとめ、東京都がん対策推進協議会に報告し意見交換を行い、適宜計画を見直し

個別施策
アウトプット指標

中間アウトカム 分野別アウトカム 最終アウトカム

コア指標 指標としての質が高く、アウトカムへの影響も大きい指標
例）年齢調整死亡率／罹患率、がん種別早期がん割合、検診受診率（国民生活基礎調査）等

その他指標 計画で掲示された施策の進捗や効果を把握するために定める指標
コア指標の評価の際に、分析にも用いられる
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